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資料１ 

１　令和６年度射水市障がい者虐待防止センター事業報告 

（１）虐待通報及び相談件数（延べ件数）　　　　　　　　　　　　　　　　（件） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件） 

　　（令和 6年度内訳） 

（２）虐待防止及び権利擁護に関する研修会 

 区　　分 R元 R2 R3 R4 R5 R6
 射水市障がい者虐待防止セン

ターへの通報・相談
1 3 4 10 12 12

 射水市地域活動支援センター

への相談
3 8 28 18 5 7

 
合　　計 4 11 32 28 17 19

 区　　分 R元 R2 R3 R4 R5 R6
 

虐待の事実が認められた件数 1 2 2 3 3 4

 № 通報者 被虐待者 虐待者・関係 虐待種別 対応結果・状況

 １ 障害者福祉施

設管理者

43 歳（男） 

療育手帳 A

54 歳（男） 

71 歳（男） 

施設職員

身体的虐待 施設からの改善計画

書提出済

 ２ 相談支援事業

所

40 歳（男） 

療育手帳

44 歳（男）兄 身体的虐待 相談継続

 ３ 警察署 63 歳（女） 

療育手帳Ａ

59 歳（男）弟 身体的虐待 

経済的虐待

相談継続

 ４ 元従業員 不明 使用者（役員） 身体的虐待 

経済的虐待 

心理的虐待

労働局へ報告済

 研修会名 日時 対象 研修内容

 市民後見人養成講座 
【実務研修】 

 
※【基礎研修】 
無(隔年実施)

【全 6回】 
7月 2日～19 日

呉西地区成年後見
センター開催の基
礎研修修了者

・呉西地区成年後見センター実施 
・市民後見人として活動できる人材
の養成を目的とし、制度の理解や
法律に関する基礎知識の習得を目
指す 

　受講者 8人（うち射市民 1人）
 

市民後見人養成講座 
【フォローアップ 

研修】

【各 1回】 
11 月 8 日 

(小矢部会場) 
 

11 月 18 日 
(射水会場)

呉西地区成年後見
センターの市民後
見人バンク登録者

・呉西地区成年後見センター実施 
・講演内容 
　講師：一般社団法人富山県社会福

祉士会　ばあとなあ富山　
酒井　誠氏 

テーマ：意思決定支援について 
～事例を中心に～ 

小矢部会場　参加者 14 人 
　　　　　（うち射水市民 0人） 
射水会場　参加者 14人 
　　　　　（うち射水市民 6人）

 市民後見人バンク新規登録者 　1人（射水市民累計 17 人）
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（３）成年後見制度利用支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件） 

 

（４）周知啓発について 

 

（５）事例紹介………別紙  ※会議当日に配布します。

 項目 件数
 

成年後見制度利用相談会（年 12回） ２１
内訳 

精神５件、知的１件、高齢者等１５件

 
市長申立て ４ 高齢者４件

 
報酬付与 ５

高齢者（後見１件、補助１件） 

障がい者（保佐３件）

 

障がい者週間

・射水市役所エントランランスホールで作品展示 
（12 月 2 日～6日） 

・救急薬品市民交流プラザのふれあいホールで事業所製
品の販売（12 月 7 日） 

・中央図書館で障害に関する図書及び事業所紹介を展示 
（12 月 4日～17日）

 
ホームページへの掲載 虐待防止センターの連絡先等掲載 

(市役所社会福祉課内)

 
障がい者相談員への周知 リーフレット等の配布

 理解促進・啓発事業 
 
（「心のバリアフリー」の推進を
図るための研修や啓発活動を実
施し、障がいに対する地域住民
の理解を深める） 

地域活動支援センター3カ所に事業委託 
 
【ふらっと】12 月 22 日、クリスマスパーティー＆もちつ

き会、226 名参加 
【つどい】11 月 12 日、太極拳教室、20 名参加 
【むげん】① 6 月 22 日、講演会(NPO 法人福祉・保育ま

なびーの宮田理事長による講演) 
② 11 月 9 日、よい音楽を聴く会、80 名参加

 
孤立防止活動支援事業 
 
（障がい者が地域で孤立するこ
とを防止する活動を支援する） 

地域活動支援センター2カ所に事業委託 
・孤立生活者への電話や訪問による支援のほか、関係機 
関との連絡調整を行う。 
 

【つどい】151 回、実人数 12 人 
【むげん】182 回、実人数 18 人

 ピアサポート支援事業 
 
（障がい者やその家族等の悩み
の共有、情報交換ができる交流
活動や、障がい者自身の社会活
動を支援する）

地域活動支援センター2カ所に事業委託 
 
【つどい】 
・ミーティング、創作活動、軽運動、園芸など主体的な
活動を自ら計画・実施する交流会を毎週開催する。 
(56 回、参加延べ人数 484 人) 

【むげん】 
・体験発表や依存症の学習を行う「リカバリーの会」や、 
テーマに沿った意見交換を行う「ワーキンググループ活
動」を毎月開催する。 
(ワーキンググループ：13 回、参加延べ人数 195 人) 
(リカバリーの会：9回、参加延べ人数 36人)


